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○ 入学者受入方針 

１．お茶の水女子大学の教育とアドミッション･ポリシー 

お茶の水女子大学は、学ぶ意欲のあるすべての女性の真摯な夢の実現の場であることを使命とし、総合的な教養

と高度な専門性を身につけた女性リーダーの育成を目指しています。そのため、２１世紀型文理融合リベラルアーツ教

育、専門教育における複数プログラム選択履修制度、およびキャリア教育を３つの柱とする教育を展開しています。複

数プログラム選択履修制度では、将来のキャリア展望や関心に応じて、専門教育プログラムを履修します。第１のプロ

グラムとして、所属する学科の開設する「主プログラム」を履修します（必修、入学した学科のものを選択）。次に第２の

プログラムとして、専門領域に深く特化する「強化プログラム」、他の専門領域を横断して学ぶ「副プログラム」、領域融

合型・学際型の「学際プログラム」のいずれかを選択し履修します（選択必修）。また文教育学部芸術・表現行動学科

及び生活科学部食物栄養学科では、それぞれの教育目標にそった４年一貫の「専修プログラム」を設けています。各

自の目的や関心にそって、主体的に学修することができます。 
お茶の水女子大学では、すべての女性が年齢・国籍などにかかわりなく自立した女性として、生涯にわたって多様

に活躍できるキャリア形成の場を提供しています。知的好奇心と探究心を抱き、勉学意欲に富んだ学生の入学を期待

しています。 
 

２．学部のアドミッション･ポリシー 

◆ 文教育学部 

文教育学部は、人間と文化と社会に迫る、人文・社会系の総合的な学部です。人間は、過去から現在に至るま

で地球上のさまざまな地域で、言語をはじめとする文化や科学技術を創造し、政治、経済、教育などの諸社会組

織を発展させてきました。人間と文化と社会を理解するためには、時間軸と空間軸の上に現代社会を位置づけ、

マクロからミクロに至る多次元的なアプローチが必要です。 
高校での学習は、その後の人生を「よく生きる」ためのものです。本学部志望者には、高校において文科系の科

目はもちろん理数系の科目まで幅広く、同時にどん欲に深く学習することを望みます。 
さまざまな領域や場で、リーダーが求められています。人間の思考や行動、表現に強い関心を持ち、意欲と能力

と個性に富んだ皆さんが志望することを期待します。 
 

 
◆ 理 学 部 

理学部は、基礎科学の分野を研究対象として、主に自然界の原理や法則の追究を行うところです。女子大学の

数少ない理学部として、知的好奇心溢れる女性を受け入れ、次世代のリーダーあるいは中核となる人材を育成

し、社会に輩出することを目指しています。 
本学部志望者には、高校において、理系科目（数学、理科〔物理、化学、生物〕）を学び、論理的思考力を身に

つけるようにすること、及び、自然科学の基礎知識を習得しておくことはもちろんのこと、文系科目（英語、国語、

社会）も幅広く履修し、筋道の立った文章が書けることなどが望まれます。 
「帰国生徒・外国学校出身者特別選抜」においては、志望学科に関係する各種コンテストなどで活躍した実績も

評価します。なお、学校推薦型選抜は実施しません。 
 

 
◆ 生活科学部 

生活科学部は、人間生活における人間と環境との関係について、多角的な視点から見つめ直し、真にバランス

の取れた人間の生活とは何かを探究する学部です。自然科学、人文科学、社会科学の３つの視点から、多面的

に問題を考える姿勢を養うことが必要とされます。生活科学部では、それぞれの専門を深めるばかりでなく、文理

融合の学部の特性を生かして、他の専門分野にも関心を持ち、多面的で総合的な視点から現実の人間生活の

問題に取り組む力を持った、社会の多方面で活躍できる女性リーダーを育成することを目指しています。 
高校における全ての科目が、大学での勉強に必要な基礎となりますので、志望学科の別を問わず、家庭科、芸

術科、保健体育を含め、オールラウンドの学力を身につけておくことを期待します。 
 

 

 

 



2 
 

 共創工学部 

共創工学部は、幅広い自然科学・人文学・社会科学的教養と、工学とデータサイエンスの専門性を協働させるこ

とで、新たな価値を創出し社会でその成果を実践することを学ぶ学部です。これまで工学領域では様々な技術

が開発され、その成果として私たちの生活は豊かに便利になってきました。しかし、その一方で環境負荷の増大

や格差の拡大など、様々な社会上、倫理上の課題も浮上し、現在は、多様な人びとを包摂し、環境に優しい新

発想の技術が社会で強く求められるようになっています。 

この社会の要請に対し、本学部では、次のような学生を求めます。 

1. 工学専門領域が連携しながら、人文学・社会科学と協働し、新しい技術や文化を創り、社会 

との対話を通じて新たな価値を実践・普及するグローバルリーダーを目指す人。 

2. 自然科学・工学と人文学・社会科学の協働、データサイエンスや ICT（情報通信技術）に強 

い興味を持つ人。 

3. 科学技術を用いた社会や文化のイノベーションの推進に意欲を持つ人。 
 

 

３．入学者選抜方法 

お茶の水女子大学では、総合的な教養と高度な専門性を身につけたグローバル女性リーダーを養成することを教育

目標とし、「総合的な教養（教養知）」「高度な専門性（専門知）」「実践力（実践知）」「グローバル・リーダーシップ」の４

つを学習目標として掲げています。リーダーとは、自ら考え、判断し、行動し、多様性をみとめ、協働できる人です。 
４つの学習目標を達成する基盤となる力として、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」

の３つの要素を、多面的・総合的に評価します。 
 
◇学校推薦型選抜・帰国生徒・外国学校出身者特別選抜 
提出書類によって第１次選考を行います。第２次選考は、志望学科による小論文や論述試験と面接（口述試験を含

む）によって、基本知識をもとにした思考力、専門分野への関心、表現する力などを総合的に判定します。なお、芸

術・表現行動学科では、実技検査によって、入学後の専門科目に必要な能力を判定します。 
 
 教養知 専門知 実践知 

グローバル・リーダーシップ 
知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 

学校推薦型選抜 
帰国生徒・ 
外国学校出身者 
特別選抜 

調査書、 
英語検定試験、 
実技検査* 

 
小論文、 
論述試験、 
面接（口述試験を含む） 
 

志望理由書、 
推薦書 （学校推薦型選抜 の

み）、 
面接 

*文教育学部 芸術・表現行動学科 
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４．学科のアドミッション・ポリシー 

◆ 文教育学部 

【人文科学科】 

本学科は、人類のさまざまな歩みの中から、未来の英知につながるあらゆる現象を広く文化としてとらえる人間の

知の総合学を志しています。深く幅広い知識を修得し、それらに立脚したオリジナルな問いを自ら見つけだし、必

要な資料・データを粘り強く収集・整理したうえで、独自の論理を築きあげる力。勉学を続けていく場合でも、社会

に出て活躍する場合でも必ず求められるこうした総合的な力を広く養成することが、本学科の目標です。 
高校では、様々な教科や科目について幅広く学ぶと同時に、自分の関心を持ったテーマについて自主的に読書

や調査を行うことを通じ、知的探究の面白さを経験してきてほしいと思います。いわゆる「指示待ち」型ではなく、物

事を多面的に考えられる柔軟な思考力を持ち、独創的な解に到達しようとする意欲のある学生の皆さんの入学を

希望します。 
 
【選考方法】 
第１次選考合格者に対し、第２次選考を行います。第２次選考では、自分が学びたいと考えている専門分野（哲

学・倫理学・美術史、歴史学、地理学）についての基本的知識や考え方（問題意識）、意欲や資質などを見るた

め、小論文と面接（口述試験を含む）を課し、総合的に合否を判断します。 
［小論文］課題文や資料を読んだうえで、設問に沿って論述します。課題文・資料の内容を十分に把握し（読解

力）、自分なりの論理を組み立て（論理展開力や独創性）、それを適切かつ表現豊かに論述できるか（表現力）、を

評価の対象とします。 
［面接］質疑を通して、将来の勉学の計画や自分の考えなどを明確に持ち、かつそれを的確に表現できるかといっ

たコミュニケーション能力を見ます。 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、外国における学校生

活から学んだこと、及びそれを本学入学後どのように活かそうと考えているのかが問われます。 

 
【言語文化学科】 

皆さんは学校では主として国語や外国語の授業で文学や言語に接してきました。そしてそれ以上に、生まれてか

ら現在までの家庭生活や社会生活の中で、言葉を操る力を獲得し、心を揺さぶる文学作品に出会ってきたことで

しょう。 
言語文化学科での学習・研究（日本語・中国語・英語・フランス語の各言語文化圏の言語・文化・思想や交流）を

通じて、皆さんは漠然とした感動や疑問を明確な言葉で表現し、さらにそれを説明、解明していく方法を学びま

す。その学びにより、文学、言語およびその習得の面白さや不思議さを新たに発見、追究し、幅広い教養、高度な

専門性と実践力を身につけることができるでしょう。 
言語文化学科では、「ことば」というものの面白さに興味を持ち、そこに何かを発見したいと思っている皆さん、洗練

された語学力を身につけて広い世界へ足を踏み出そうと考える皆さん、また「文学・芸術」が好きで、ただ鑑賞する

だけでなく「その先」へ進みたいと思っている皆さんを歓迎します。そのような知的行為に興味を持ち、そのための

訓練に耐えられるだけの、十分な基礎学力と、旺盛な知的好奇心と、言葉への愛着を持ち、主体性と協働性を持

って行動できる学生を求めます。 
 
【選考方法】 
学校推薦型選抜では、日本語・日本文学、中国語圏言語文化、英語圏言語文化、仏語圏言語文化のいずれか

のプログラムの学習と研究に特に強い興味と意欲を持ち、それらを主プログラムとして希望する志願者を求めま

す。 
選考は書類による第１次選考と、小論文及び面接（口述試験を含む） による第２次選考に分かれます。第２次選

考の小論文では、それぞれの志望分野に相応しい読解力や表現力、論理の展開力、志望分野に対する関心や

問題意識の高さなどを評価します。面接では、質疑を通して自らの志向・個性などを相手に的確に伝えるコミュニ

ケーション能力や自己表現力を見ます。 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、外国における学校生

活から学んだこと、及びそれを本学入学後、中国語圏、英語圏、仏語圏などの言語文化の研究にどのように活か

そうと考えているのかを問います。 
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【人間社会科学科】 

人間社会科学科における、人間の発達（教育科学）、人間の意識や行動の社会的側面（社会学）、子どもが育つ

環境や文化（子ども学）という３つの専門領域に共通しているのは、自分を含めた「人間」に対するあくなき好奇心

です。人間に関わる諸問題を学問的に解明し、そこで得られた知識を実際に役立てていきたいと考える学生の進

学を期待します。 
高校ではさまざまな教科や科目について幅広く学んでください。特に、国語・英語（外国語）・数学は、大学での学

修と研究にとってたいへん重要な基礎的能力を育成するのに役立つでしょう。このほか地歴・公民や理科の学習

を通じて、人間について深く考える姿勢と能力を身につけた学生を歓迎します。 
 
【選考方法】 
教育科学主プログラム又は子ども学主プログラムの学修に強い意欲と関心を持つ人を募集します。 
第１次選考では、志望理由や入学後の学習計画が本学科の受入方針と合致しているかどうかを中心に判定しま

す。第２次選考では教育科学又は子ども学に関する小論文試験及び口述試験によって総合的に判断します。 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、口述試験において

外国における学校生活から何を学んだのか、及びそれを本学の入学後にどのように活かそうと考えているのかが

問われます。 

 
【芸術・表現行動学科】 

本学科は、人間の芸術及び表現行動としてのパフォーマンスとその学問的研究との両方を、同時に追究しようとす

る貪欲な人を求めています。本学は小規模ながらも総合大学ですから、その特性を十分に利用して、「自ら」多様

な可能性を切り開こうという積極的姿勢が要求されます。 
本学科では、舞踊や音楽の理論と実技の双方の習得を目的とし、４年一貫で履修する専修プログラムを設け、複

数プログラム選択履修制度をとっていません。受験の際に選択したコース（専修プログラム）を履修します。 
 
［舞踊教育学］ 
本専修プログラムは、舞踊を中心にスポーツから日常動作にいたる人間の身体活動や表現について、理論と実践

の両面から積極的に研究を進めることのできる、両者のバランスの取れた、エネルギッシュな人材を求めています。

舞踊は高校で学ぶ全ての教科と関連していますので、幅広く学習を進めてください。その上で、保健体育、国語

及び英語については特に重点的に学習し、基本的な運動能力、文章表現力、英文の読解力をきちんと身につけ

てきてください。 
【選考方法】 
第１次書類選考合格者に対し、小論文・実技検査・面接（口述試験を含む） を行います。 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、第１次書類選考合

格者に対し、面接にて、外国での学校生活において体験したこと・学んだことと自身の舞踊との関わりなどに関し

ての質疑応答があります。合格判定は、出願書類と第２次選考の成績を総合して行います。 
 
［音楽表現］ 
音楽は人間の感性に関わるとともに、高度に知的社会的な活動であり、人間の営みに深く根づいています。本専

修プログラムは、勉強も実技もきちんとやってみたい、そんな贅沢な悩みを抱えている人に開かれています。高校

で学ぶ教科は全て重要ですが、音楽は言うまでもなく、英語と歴史はしっかりと身につけてきてください。 
【選考方法】 
第１次書類選考合格者に対し、小論文・実技検査・面接（口述試験を含む） を行います。 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、面接にて、外国での

学校生活において体験したこと・学んだことと自身の音楽との関わりなどに関しての質疑応答があります。 
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◆ 理 学 部 

【数 学 科】 

数学は、あらゆる現象の背後にある数や図形の永久に変わらない真理を追究する学問です。それを学ぶことで、

魂を揺さぶる美しいものや実生活で役に立つものに出会い、また世界を見通すための厳格な論証法を身につけら

れると考えます。 
このような観点から、数学科では主に以下のような目標を持った人を求めます。 
・教師や研究者のように数学を職業としたい人 
・数理的な素養を生かして社会を支える仕事につきたい人 
・とにかく数学に対して意欲を持って勉強したい人 
受験者に求めるのは以下のことです。 
・高校での数学を十分に理解し、大学での講義に必要な数学の知識を身につけている。 
・文章から数学的な意味を読み取ることができる。 
・自分の考えを数学的、論理的な文章に表現して相手に伝えられる。 
 
【選考方法】 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、書類選考のほか、面接（口述試験を含む） を行います。面接ではあ

らかじめ数学的内容の質問事項をいくつか提示し、考えを整理する時間を設けます。その上でそれらについてど

のように考えたかなど色々なことを質問します。基本的なことがらを筋道正しくきちんと考えることができ、かつ説明

できるかが試されます。加えて、外国における学校生活から何を学んだのか、及び本学入学後それをどのように活

かそうと考えているのかを訊ねます。合格の判定は提出書類（高校での成績、志望理由書など）と面接の結果を総

合して行われます。 
なお、学校推薦型選抜は実施しません。 

 
【物 理 学 科】 

自ら考えて問題を見つけ出し、自ら考えてこれを解決する学生を希望します（もちろん、必要になれば教員の適切

な助言及び指導を受けることができます）。また、豊かな人間性とともに、他人との協調性に優れた人格が望まれ、

忍耐力も必要です。 
卒業後には物理学の勉学を通して培った、「物事の法則を発見しそれを応用する能力」を各方面で発揮し、社会

において指導的役割を果たす女性となることを期待しています。しかしながら究極的には、「物理学を学んで生き

生きと充実した人生を送ること」が最も大切と考えています。 
 
【選考方法】 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、高等学校の調査書等に加えて本人が記載する志望理由書の内容

が、物理学科のアドミッション・ポリシーに合致するかどうかを重視しています。補足資料（自由研究レポート、実験

ノート、それまで関心を持ち続けたテーマについて考えをまとめたノート等のコピー）の添付を認めているのも、自ら

考えて問題を見つけ出し、自ら考えてこれを解決する学生を発見したいためです。 
第１次選考合格者に対しては、２種類の面接（口述試験を含む） を課しています。別室で解かせた計算問題に関

する質疑応答から計算力と理解力を問う口述試験（２０分間）と、様々な物理現象を直観的に説明させることから

自由な発想力と直感力を問う口述試験（２０分間）の２種類がこれにあたります。合否は出願書類と２種類の面接に

加えて、外国における学校生活から何を学んだのか、及びそれを本学に入学後どのように活かそうと考えているの

かを問います。 
なお、学校推薦型選抜は実施しません。 
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【生 物 学 科】 

生物学では、多種・多様な“生き物”の複雑で多様な生命現象を研究します。そのためには、いろいろな視点から

考える柔軟な思考力とそれを支える幅広い基礎知識が必要です。したがって、高校生時代を通して、理系、文系

を問わず、教科科目を幅広く学び、論理的思考や知的好奇心をはぐくんでいることを希望します。また、“生き物”

の複雑で多様な生命現象を観察し、“生き物”と忍耐強く対話し、自ら考え、自ら問題を見つけ、試行錯誤しながら

これを解決する意欲とパワーを持つ学生を希望します。“生き物”に関する理解と関心を深め、より豊かな知の財産

を築ける人に育つことを期待しています。 
 
【選考方法】 
多様な領域を含む生物学を学ぶには、多彩な才能の持ち主を期待します。帰国生徒・外国学校出身者特別選抜

では、第１次選考合格者に対し、論述試験と面接（口述試験を含む）を課します。論述試験では、生物学を中心と

した科学の基礎知識、科学的文章の読解力、論理的表現力を判定します。面接では、面接担当教員との質疑応

答を通して、自らの生物学の知識と考え方、社会に向き合う態度、将来への明確な展望、思考能力、個性や才能

等、さらに、これらを面接担当教員に的確に伝える能力を重視します。合格判定では、出願書類と第２次選考の

成績に加えて、外国における学校生活から学んだこと、それを本学入学後にどう活かそうと考えているのかが重視

されます。 
なお、学校推薦型選抜は実施しません。 

 
【情 報 科 学 科】 

情報科学はコンピュータの出現によってその存在と価値が確かめられた「情報」とよばれる概念を、エネルギーや

物質と並ぶ世界の主要な構成要素として認識し、その生成、管理、利用に関する原理を探究する新しい学問分

野です。今日、その応用は自然科学や工学のみならず、社会科学や人文科学にも及んでいます。 
この奥深さを理解し、これまでの成果を学びたい人、さらに今後の進展に積極的に貢献したい人にぜひ進学して

きてほしいと思います。情報科学は、これまでの数理科学や自然科学の考え方を偉大な先達として独自の方法論

を展開しようとしていることから、広くかつ深い理系のセンスが問われます。 
情報科学を通じて２１世紀の科学技術を支えるのは自分たち女性だと心底思っている人、あるいは思いたい人、あ

るいはそう言われて「そうなんだ」と今気づいた人を大歓迎します。 
 
【選考方法】 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、高等学校長作成の調査書等に加えて本人が記載する志望理由書の

内容が、情報科学科のアドミッション・ポリシーに合致するかどうかを重視しています。また第１次選考合格者に対

しては、筆記試験及び口述試験を課しています。筆記試験では、理系の基本的な能力を問うための数学の試験

と、表現力及び自分で考えながら論述する能力を問うための小論文を課しています。口述試験では、入学後の必

修講義に対応できるだけの数学等の学力が備わっているかどうかを判断します。さらに外国における学校生活か

ら何を学んだのか、及びそれを本学科に入学後どのように活かそうと考えているのかも問われます。合格判定は、

出願書類を参考にしながら、筆記試験の合計点と口述試験の内容を総合して判断しています。 
なお、情報科学科に入学後の講義は高校における数学Ⅲの知識と外国語（特に英語）能力を仮定して行われま

す。 
また、学校推薦型選抜は実施しません。 
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◆ 生活科学部 

【人間生活学科】 

本学科では、豊かな人間生活の実現を担う人材の育成を、「生活社会科学」、「生活文化学」という相互に関連す

る２つのアプローチを通して追求します。①生活社会科学：地域社会から国際社会まで、多元的な社会環境を視

野に入れて、家族、消費者、女性、高齢者、子ども、制度と政策の問題などの生活と社会及びその関係について

の社会科学的視点から分析し、政策の立案・提言を探究します。②生活文化学：人間にとって最も身近な服飾と

住居、工芸、デザインなどの生活造形を生み出し、子どもを育んできた生活文化の歴史と現在について、比較文

化的・民俗学的・歴史学的・保育学的視点から考察し、理解を深めます。これらの人間生活に関わる諸課題に関

心があり、問題意識と研究意欲を持っている人、錯綜する現代の生活状況の中で、人間性を重視した社会を築く

ために貢献したいと考えている人、潤いのある生活を実現しようという熱意を持っている人を歓迎します。本学科を

志望する人は、人間生活学科の２つのアプローチを踏まえ、高等学校において地理歴史・公民などの社会科系の

科目をしっかりと履修していることはもちろんのこと、英語、数学、国語をはじめ、高等学校における教科科目を偏

り無く履修していることを強く望みます。 
 
【選考方法】 
書類による第１次選考と、その合格者に対する第２次選考の２段階で行います。第１次選考では、調査書、志望理

由書、推薦書によって基礎学力や専門領域への適性を評価します。第２次選考の面接（口述試験を含む） では

論理的思考力・自己表現力・志望領域に対する問題意識などを総合的に評価します。合格判定は、出願書類と

第２次選考の成績を総合して行います。 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、外国における学校生

活から学んだこと、それを本学入学後にどう活かそうと考えているのかが問われます。 

 
【心理学科】 

心理学は、人間の心理的プロセスを科学的に解明し、エビデンスに基づいて人々の生活する環境や社会の課題

解決を目指す学問領域です。この目的を理解して、人間の行動と心に関する科学的な見方と深い洞察力を磨き、

現代の生活環境や社会の諸問題に取り組む研究意欲のある人、心の発達や健康への心理臨床的支援を行うこと

で社会に貢献しようという熱意のある人の進学を歓迎します。 
志望する人は、高等学校において、国語・英語（外国語）・数学をはじめ、高等学校における教科科目を偏り無く

履修していることを強く望みます。 
 
【選考方法】 
書類による第１次選考と、その合格者に対する第２次選考の２段階で行います。第１次選考では、調査書、志望理

由書、推薦書によって基礎学力や専門領域への適性を評価します。第２次選考では心理学に関する小論文と面

接（口述試験を含む） によって総合的に判断します。 
帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、外国における学校生

活から学んだこと、それを本学入学後にどう活かそうと考えているのかが問われます。 
第２次選考では心理学に関する小論文と面接（口述試験を含む） によって総合的に判断します。合格判定は出

願書類と第２次選考の成績を総合して行います。 
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◆ 共創工学部 

【文化情報工学科】 

文化情報工学科は、人間の文化に関する知（人文知）をデータサイエンスや工学と協働し、文化のイノベーション

を推進する力の育成を目標とします。 

文化情報工学は、人文知に工学を協働させることにより生み出される、人間の文化を尊重する新しいタイプの工

学です。情報・工学技術を用いて、文学、言葉、芸術、思想、歴史、地理などに関する多種多様な情報をデジタ

ル化（収集・生成・可視化）し、分析を行い、新たな作品や価値を創出します。 

文化情報工学科においては、次のような学生を求めます。 

1. 文化情報工学は、これまで別個に考えられてきた文化、情報、工学の協働を目指します。文理の別に拘わら

ず、人間や社会で生起する事象に対する幅広い知的好奇心と、データや論理的思考で自ら解明していく意

欲及び探究力を持っており、その結果を社会での発信や実践につなげる意志を持つ人。 

2. 人間の文化や社会に関心を持ち、コンピュータや情報通信技術に興味を持ち、自分の手でものを作ることが

好きな人。 

3. データサイエンスの基礎知識を用いた社会や文化の分析に関心を持ち、将来、データサイエンスや情報通信

技術の知識や技能を活用する職業につきたい人。 

4. 文化の創造に関心を持ち、データサイエンスや工学の基礎知識や技能を用いた作品の創造や発信、多様な

人々との協働を通じた社会での実践を志す人。 

 

【選考方法】 

出願書類によって第 1 次選考を行います。第 1 次選考では、高校での学習状況と志望理由が本学科の受け入

れ方針と合致しているかどうかを中心に判定します。第 2 次選考では、小論文と面接により、文化情報工学の学

修に必要とされる基礎学力と応用力、思考力と対話力を総合的に判定します。小論文は、課題文の読解とそれに

対する自分の考えを述べる課題と、データサイエンス・工学の考え方の理解を問う 2 つの課題からなり、読解力、

表現力、論理の展開力を判定します。面接（口述試験を含む）では、本学科の分野に対する関心や問題意識の

高さ、及び自らの志向と個性を相手に的確に伝えるコミュニケーション能力を評価します。 

帰国生徒・外国学校出身者特別選抜では、学校推薦型選抜と同様の基準と判定に加えて、外国における

学校生活から何を学んだのか、及びそれを本学の入学後にどのように活かそうと考えているのかが問われま

す。 
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○ 学校推薦型選抜 学生募集要項 

１．学部・学科別募集人員 

学 部 学      科 募 集 人 員 

文 教 育 学 部 

人 文 科 学 科 
言 語 文 化 学 科 
人 間 社 会 科 学 科  「教育科学・子ども学コース」 
芸術･表現行動学科  「舞踊教育学専修プログラム」 

「音 楽 表 現 専 修 プログラム」 

入学定員のうち１０名 
入学定員のうち１４名 
入学定員のうち１０名 
入学定員のうち ２名 
入学定員のうち ４名 

生 活 科 学 部 人 間 生 活 学 科 
心 理 学 科 

入学定員のうち ７名 
入学定員のうち ３名 

共 創 工 学 部 文 化 情 報工 学 科 入学定員のうち ６名 

（注）理学部の数学科、物理学科、化学科、生物学科、情報科学科、生活科学部の食物栄養学科、及び共創工学部

の人間環境工学科では、学校推薦型選抜を実施しません。これらの学校推薦型選抜を実施しない学科につい

ては、同時期に総合型選抜（新フンボルト入試）を実施します。 
 
 

２．出願資格及び推薦の要件 

令和７年度中（令和７年４月～令和８年３月）に高等学校（中等教育学校を含む） を卒業又は卒業見込み
の女子で、高等学校長が以下の要件に該当すると認め、責任を持って推薦し、合格した場合には入学を
確約できる者 

文 

教 

育 

学 

部 

人 文 科 学 科 

次の①又は②のいずれかに該当する者 
①調査書の学習成績概評が、Ａの者 
②次のａ～ｃのいずれかに該当する者 
 ａ．哲学、倫理学、美術史のいずれかの分野に対する強い関心を持

ち、優れた能力を有する者 
 ｂ．歴史学に対する強い関心を持ち、優れた能力を有する者 
 ｃ．地理学に対する強い関心を持ち、優れた能力を有する者 

言 語 文 化 学 科 

次の①と②の双方に該当する者 
①調査書の学習成績概評が、Ａの者 
②将来の専門的研究への意欲的なビジョンを持ち、次のいずれかに該

当する者 
 ａ．「日本語・日本文学」：国語の成績がきわめて優秀で、日本語・日本

文学の研究に強い意欲を有する者 
 ｂ．「中国語圏言語文化」：中国語又は国語又は英語の成績がきわめ

て優秀で、中国語・中国文学の研究に強い意欲を有する者 
 ｃ．「英語圏言語文化」：英語の成績がきわめて優秀で、英語や英語圏

の文学・文化の研究に強い意欲を有する者 
 ｄ．「仏語圏言語文化」：フランス語又は英語又は国語の成績がきわめ

て優秀で、フランス語・フランス語圏の文化の研究に強い意欲を有
する者 

人 間 社 会 科 学 科 
教育科学・子ども学 

コ ー ス 

次の①と②の双方に該当する者 
①調査書の学習成績概評が、Ａの者 
②教育科学、子ども学のいずれかの勉学に強い意欲を有する者 

芸術・表現行動学科 

次の①又は②のいずれかに該当する者 
①調査書の学習成績概評が、Ａの者 
②「舞踊教育学専修プログラム」：舞踊において、特に優れた能力と意

欲を有する者 
「音楽表現専修プログラム」 ：音楽において、特に優れた能力と意欲
を有する者 
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生
活
科
学
部 

人 間 生 活 学 科 
次の①と②の双方に該当すると認め、責任を持って推薦できる者 
①調査書の学習成績概評が、Ａの者 
②志望学科における各専門領域の勉学に強い意欲を有する者 

心 理 学 科 

共
創
工
学
部 

文 化 情 報 工 学 科 
次の①又は②のいずれかに該当する者 
①調査書の学習成績概評が、Ａの者 
②データサイエンスに対する強い関心を持ち、優れた能力を有する者 

（注）推薦を行う者については、高等学校長のほか高等専門学校長及び高等部を置く特別支援学校長並びに

文部科学大臣から高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定された在外教

育施設の長を含む。 
学校長が推薦する人数は制限しない。 

 

３．出願手続 

⑴ 出願上の注意 

①国公立大学の学校推薦型選抜（大学入学共通テストを課す場合、課さない場合を含めて）は１つの大学・学部し

か出願できない。 
②出願後の志望学部・学科等の変更は認めない。 
③出願書類不備の場合は受理しない。また、一旦受理した書類は返却しない。 
④出願書類を受理したことを、志願者に通知はしない。書類の配送状況は郵便局の郵便追跡サービスで確認する

こと。 

⑤本学で出願を確認後、出願期間の最終日から３営業日以内に受験票と受験者心得をインターネット出願サイトの

マイページに掲載する。内容を確認の上、試験当日に必ず持参すること。 

 
⑵ 出願期間 

インターネット出願登録期間 令和７年１０月３１日（金）９:００～１１月５日（水）８:５９ 

郵送出願期間   令和７年１１月４日（火）～１１月５日（水）【必着】 

この期間中にインターネット出願の登録と検定料の納入を済ませ、なおかつ出願書類が本学に到着するよう送付

すること。 

ただし、１１月４日（火）以前の発信局消印のある書留速達に限り、期限後に到着した場合でも受理する。 

 

⑶ 出願方法 

インターネット出願サイトで登録後、提出書類を一括して、必ず本学所定の出願用封筒貼付用宛名シート（インタ

ーネット出願時印刷可能）を用い、「書留速達」で下記あてに郵送すること。 
 
〔送付先〕 〒１１２-８６１０ 東京都文京区大塚２丁目１番１号  お茶の水女子大学入試課 
 
インターネット出願に関しては２５～２８ページ「インターネット出願の流れ」を参照 
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⑷ 提出書類等 

※推薦書、志望理由書、実技関係調査書、健康診断書は、本学入試課ホームページの「学部募集要項」からダウン

ロード、A4 サイズで印刷すること。 

 
⑸ 外国語検定試験（TOEFL、TOEIC、英語検定など）の取扱いについて 

次の学科の志望者は、外国語検定試験（TOEFL、TOEIC、英語検定等）に関して、下表のとおり定めます。 

学   部 学   科 摘      要 

文教育学部 

人 文 科 学 科 
外国語検定試験（TOEFL、TOEIC、英検）のスコア・級を持っ

ている者は、その写しを提出すること。 

言 語 文 化 学 科 

外国語検定試験（TOEFL、IELTS、TOEIC、英検、ケンブリッジ

英語検定、TEAP、GTEC；HSK、中検；DELF／DALF、TCF、

仏検；独検）のスコア・級を持っている者は、その写しを提出す

ること。 

人 間 社 会 科 学 科 

教育科学・子ども学 

コ ー ス 

外国語検定試験（TOEFL、IELTS、TOEIC、英検）のスコア・級

を持っている者は、その写しを提出すること。 

生活科学部 

人 間 生 活 学 科 
外国語検定試験（TOEFL、IELTS、TOEIC、英検）のスコア・級

を持っている者は、その写しを提出すること。 

心 理 学 科 
外国語検定試験（TOEFL、IELTS、TOEIC、英検）のスコア・級

を持っている者は、その写しを提出すること。 

１ 志願者名票・写真票 インターネット出願サイトで入力後、印刷したもの。 
２ 調  査  書 高等学校長が作成し、厳封したもの。（出願時点で提出可能な最新のもの） 
３ 推  薦  書※ 本学所定の用紙に高等学校長が作成し、厳封したもの。 

４ 志望理由書※ 

本学所定の用紙に記入して提出すること。内容は１枚以内に収めること。 

生活科学部人間生活学科の学校推薦型選抜志願者については、何か個性的な

活動をしていれば、補足資料（ボランティア活動、部活動、生徒会活動、自分で本

を読んで考えたことなど）を添付してもよい。 

志望理由書に加え、業績の補足資料の提出を認めるのは、上記学部・学科に限

る。 

５ 実技関係調査書※ 文教育学部芸術･表現行動学科志願者のみ本学所定の用紙で提出すること。 

６ 健康診断書※ 

芸術・表現行動学科舞踊教育学専修プログラム志願者のみ提出すること。本学所

定の用紙に医師（学校医含む）が記入・押印すること。 

健康診断書の提出は、実技検査を安全に行うために健康状況を把握するための

もので、その内容は、試験の成績には一切影響しない。 

７ 検定料 

１７,０００円（手数料別途） 
各種支払方法については２５～２８ページを参照 

 
払込済の検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還しない。 
１．第１次選考の不合格者に対して、所定の手続により１３,０００円を返還する場合 
２．検定料を振込んだが本学に出願しなかった、又は出願が受理されなかった場

合 
３．検定料を誤って二重に振込んだ、又は多く振込んだ場合 
検定料は出願者からの返還請求に基づき返還するため、上記の返還事由に該当

する場合には、第２次選考の前日までに本学入試課に請求すること。 
１．に該当する場合、請求書類は入試課ホームページに掲載する。また、出願した

後に受験を取りやめた場合は、返還事由に該当しない。 
入試課ホームページ：https://www.ao.ocha.ac.jp/ 
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共創工学部 文 化 情 報 工 学 科 
外国語検定試験（TOEFL、IELTS、TOEIC、英検）のスコア・級

を持っている者は、その写しを提出すること。 

（注１）TOEFL、TOEIC については、団体特別受験制度によるスコアは認めない。 

（注２）スコア・級の写しについては、第２次選考初日から遡り２年以内に受験したものとする。スコア・級、合否は問わな

い。 

 
⑹ 受験上・修学上の配慮の事前相談について 

①本学に入学を志望する者のうち、心身に障がいあるいは疾病があり、受験上の配慮を必要とする者（点字又は代

筆による解答を希望する者を含む）については、出願期間前に入試課に申し出ていただき、９月２５日（木）までに

「受験上の配慮事前相談申請書」「医師の診断書」等をご提出ください。なお、受験上の配慮を講じる必要はな

いまでも、修学上の不安等を感じる者も、同様に申し出てください。 
②本学の「学ぶ意欲のあるすべての女性にとって、真摯な夢の実現の場として存在する」というミッションから、自身

の性自認にもとづき、女子大学で学ぶことを希望する者を２０２０（令和２）年４月入学者から受け入れることとしま

した。戸籍又はパスポートの性別と性自認が異なっている者については、入学後の学生生活をサポートするため

に、通称名や更衣室の使用などについて、あらかじめ情報を提供したいと考えていますので、９月２６日（金）まで

に必ず入試課に申し出てください。その際に、「出願申出書」及び「住民票又はパスポートの写し」等を提出して

いただき、出願資格等の確認をいたしますが、申出によって、合否判定の際に不利に取り扱われることはありませ

ん。 

４．選抜方法 

入学者の選抜は、次の第１次選考･第２次選考に分けて行う。 
⑴ 第１次選考 

文 教 育 学 部 
 

生 活 科 学 部 
 

共 創 工 学 部 

提出書類による書類選考を行う。選考結果については、令和７年１１月１４

日（金）正午に、合否照会システムで通知する。 
ＵＲＬ https://www.gouhi.com/ocha/ 

 
電話等による合否の問合せには一切応じない。 

 
⑵ 第２次選考 

文 

教 

育 

学 

部 
人 文 科 学 科 

言 語 文 化 学 科 

人間社会科学科 

第１次選考合格者に対し、志望学科による小論文を令和７年１

２月６日（土）に、面接（口述試験を含む）を１２月７日（日）に

行い、書類選考、小論文及び面接の結果を総合して合否を判

定する。 

 
芸術･表現行動学科 

 

第１次選考合格者に対し、志望学科による小論文及び実技検査

を令和７年１２月６日（土）に、面接（口述試験を含む）を１２

月７日（日）に行い、本学の必修科目を受講するのに必要な能

力を基準として、書類選考、小論文、面接及び実技検査の結果

を総合して合否を判定する。 

生 活 科 学 部 

第１次選考合格者に対し、志望学科による小論文（心理学科の

み）と面接（口述試験を含む）を令和７年１２月６日（土）に行

い、書類選考及び小論文、面接の結果を総合して合否を判定す

る。 

共 創 工 学 部 

第１次選考合格者に対し、志望学科による小論文を令和７年１

２月６日（土）に、面接（口述試験を含む）を１２月７日（日）に

行い、書類選考及び小論文、面接の結果を総合して合否を判

定する。 
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◆時間割 

学   部 学   科 令和７年１２月６日（土） 令和７年１２月７日（日） 
教科等 時    間 教科等 時    間 

文 教 育 学 部 

人 文 科 学 科 
小 論 文 １０:００～１１:３０ 

面接 
（口述試験

を含む） 

１０:００～ 
（予定） 

言 語 文 化 学 科 
人 間 社 会 科 学 科 
芸術・表現行動学科 
舞踊教育学専修プログラム 
音楽表現専修プログラム 

小 論 文 １０:００～１１:３０ 

実 技※ １２:３０～ 

生 活 科 学 部 

人 間 生 活 学 科 
面接 
（口述試験

を含む） 
１０:００～ 

 

心 理 学 科 

小 論 文 １０:００～１１:３０  

面接 
（口述試験

を含む） 
１３:００～ 

 

共創工学部 文 化 情 報 工 学 科 小 論 文 １０:００～１１:３０ 
面接 
（口 述 試 験

を含む） 

１０:００～ 
（予定） 

※実技検査は１４ページ～１５ページを参照。 
 
（注）第２次選考の日程の詳細については、第１次選考合格者に合否照会システムで通知する。 
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実技検査（令和７年１２月６日（土）） 

 
○芸術・表現行動学科「舞踊教育学専修プログラム」志願者に次の検査を行う。 
 

１ 必須課題 
舞踊・スポーツに必要な身体支配能力をみるための基礎運動 
 
２ 舞踊課題 
下記の①と②を行う。 

① 既成作品：モダンダンス、バレエ、日本舞踊、民族舞踊、マイム、新体操などの表現領域から

作品を自由に選択し、１分以内に演じる。自作・他作どちらでも可。  
＜使用する音源について＞ 
・使用する音源は予め CD-R に録音（書き込み）し、持参すること。 
・使用する CD-R には、受験番号と氏名を記入すること。 
・音出しに関する受験生からのリクエストには対応できない 
 
＜録音（書き込み）に関する注意事項＞ 
・CD-R への録音（書き込み）は WAV や AIFF、MP３、WMA などのファイルを記録する「データ

CD 形式」ではなく、一般の音楽 CD と同じ「オーディオ CD（CD-DA）形式」で行うこと。 
・パソコンではなく CD レコーダーで録音する場合は、最後に必ずファイナライズをすること。ファイ

ナライズをしていない CD-R は他の機器では再生不可能。 
・録音（書き込み）をした CD-R は、必ずラジカセやミニコンポなど複数の CD プレーヤーで再生で

きることを確認の上、持参すること。 
 
② 創作：課題は当日提示する。 
 
 
・ 実技検査に持参するもの 
① 体育館シューズ（全受験者） 
② 各自課題に必要な服装〔ゼッケン（縦１５cm×横２０cm の白布に本学の受験番号を記入

したもの）を前面に縫い付ける〕、用具、靴等 
③ 音源 
・ ｢舞踊課題｣の試験場の床はリノリウムである。松脂の使用は不可。また、タップダンスなど

で底の硬い靴を使用する場合は、こちらで用意した２ｍ四方の板の上で行う。 
・ ｢舞踊課題｣の試験場の高さは２ｍ７６ｃｍと低いため、新体操等での手具を投げる演技は

不可。 
・ 大学ホームページ 舞踊教育学専修プログラム内「入試 実技に関する Q＆A」を参照のこ

と。 https://www.li.ocha.ac.jp/ug/geijutsu/buyou/coursemenu/qanda.html 
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○芸術・表現行動学科「音楽表現専修プログラム」志願者に次の検査を行う。 
 

１ ソルフェージュ：以下のａ、ｂ を実施する。 

 ａ．聴 音（単旋律、及び２声体） 
 
 ｂ．新曲視唱 
 
２ 演奏課題：以下のａ、ｂ、ｃ を実施する。 
 ａ．声楽：イタリア古典歌曲（原語、パリゾッティ版準拠[注 1])の中から任意の１曲を演奏すること。 
 ｂ．ピアノ：以下の①と②をこの順番で演奏すること。 

①音階（ハノン３９番に準拠。全調より当日抽選によって決定した各自の課題調（長調とその平行調）を

演奏[注 2]。) 
②Ｊ．Ｓ．バッハの《インヴェンション》又は《シンフォニア》から任意の１曲 

 ｃ．以下の①又は②のいずれかを選択すること。 
① 声 楽 ：日本歌曲又は、アリア（原語・原調）か外国歌曲（原語）の中から任意の１曲を 

演奏すること。 
② ピアノ ：ベートーヴェンのピアノソナタの中から任意の１曲の第一楽章を演奏すること。 

 
☆注意点 
・演奏実技は、全て暗譜で行うこと。 
・声楽の演奏実技（ａ、及び、ｃ①）について：伴奏は本学演奏員が行うので、下記要領で整えた伴奏譜

を出願書類と共に送付すること。尚、伴奏譜は返却しない。 

①氏名を明記すること。 
②楽譜の大きさは、１ページ縦３０cm×横２２cm 又はＡ４縦とする。 
③楽譜は、声部、歌詞及びピアノ伴奏部が記載されていること。 
④楽譜は伴奏者が見やすく、扱いやすくするために画用紙程度の台紙に貼りつけて折本仕立てにして、

各ページを全開できるように製本すること。 
 
 

 
 
 
 
 

楽譜のつなぎ目をテープ等で留める 
 

 

１頁目 ２頁目 ３頁目 

 
 

４頁目

… 

[注１, ２] 

大学ホームページ 音楽表現専修プログラムページ内「実技検査に関する Q＆A」を参照のこと。 

https://www.li.ocha.ac.jp/ug/geijutsu/ongaku/coursemenu/qanda.html 
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５．合格発表等 

⑴合格者の発表 

令和７年１２月１８日（木）正午 

合否照会システムで通知する。ＵＲＬ https://www.gouhi.com/ocha/ 

電話等による合否の問合せには一切応じない。                      合否照会システム 

 
⑵合格者は、本学及び他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。公立大学協会ホ

ームページ（https://www.kodaikyo.org/）参照）を受験することはできない。 
 
⑶国公立大学の一般選抜における合格決定業務を円滑に行うため、氏名、高等学校コード及び大学入学共通テスト

の受験番号に限って、学校推薦型選抜の合格及び入学手続等に関する個人情報が、独立行政法人大学入試セ

ンター及び併願先の国公立大学に送達される。 
 

６．個人情報及び試験成績の利用について 

⑴個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人お茶の水女子大学個人情報の管理

に関する規則」に基づいて適切に取り扱います。 

⑵大学が取得した氏名、生年月日、住所、成績及び学修状況等の個人情報は、入学後の教務関係（学籍、修学指

導等）、学生支援関係（学生証の発行、健康管理、授業料減免、奨学金の選考等）及び授業料等に関する業務を

行うために必要な範囲内で利用します。 

⑶入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、入試の改善や志願動向の調査・分析及びこれらに付随する業務

を行うために必要な範囲内で利用します。調査・分析等結果の発表に際しては個人が特定できないように処理しま

す。 

⑷お茶の水女子大学は、「個人情報の保護に関する法律」に規定されている場合を除き、本人の同意を得ることなく

今回入手した個人情報を他の目的で利用又は第三者に提供することはありません。 

 

７．入学手続等 

入学手続の詳細は、ホームページにてお知らせします。 
https://www.ao.ocha.ac.jp/admission_procedure/index.html 
 

⑴ 入学料及び授業料 

①入  学  料：282,000 円（予定額） 
②授 業 料 年 額：535,800 円（半期分 267,900 円）（予定額） 
（注１） 入学手続時に入学料と授業料（前期分又は前期後期分）を併せて納入することもできる。 
（注２） 入学手続完了者が３月３１日までに入学を辞退した場合には、納入者の申出により入学手続時に納入し

た当該授業料相当額を返還する。なお、入学料は返還しない。 
（注３） 入学時及び在学中に授業料の改定が行われた場合は、改定時から新授業料が適用される。 
 入学料及び授業料の減免については、２９ページの「２．入学料減免と授業料減免」を参照のこと。 
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⑵ 入学手続期間 

令和７年１２月１９日（金）～１２月２５日(木) 
インターネット上の手続及び郵送により行う。 

 

（注）所定の期日までに手続をしない者は、入学を辞退したものとして取り扱う。 
合格者が極めて特殊な事情により入学を辞退する場合は、令和８年２月１８日（水）までに、その理由を付した本学学

長あての「入学辞退願」(様式任意)を学校長の連署を得て、入試課に提出すること。 

入学辞退が許可されない場合には、本学及び他の国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部

を除く。公立大学協会ホームページ（https://www.kodaikyo.org/）参照。）を受験しても入学許可は得られないので注

意すること。 

 

８．合格とならなかった場合の取扱い 

合格とならなかった者で、一般選抜志願者として国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を

除く）を受験しようとする者は、前期日程の大学・学部から１つ、後期日程の大学・学部から１つの合計２つの大学・学

部に出願することができる。 
出願にあたっては、各大学・学部等により大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等が異なる場合があるので

特に注意すること。 
本学に出願する場合は、別途｢令和８年度お茶の水女子大学学生募集要項（一般選抜）｣（１０月上旬以降公開予定）

により、インターネットで出願登録・支払いを行った上で出願書類を所定の期間に入試課宛に郵送すること。 
 

９．学校推薦型選抜の過去問題 

過去問題は本学入試課ホームページに掲載していますので、参考にしてください。 
入試課ホームページＵＲＬ  https://www.ao.ocha.ac.jp/ 

 

１０．大学案内の請求 

各学部・学科の紹介等は、「お茶の水女子大学大学案内」を参照してください。 

大学案内はテレメールで請求できます。https://telemail.jp にアクセスし、ガイダンスに従って請求してください。 

「大学案内」の資料請求番号は「５６２３７２」です。 

また、入試課ホームページ（https://www.ao.ocha.ac.jp/）からも請求できます。 

なお、テレメールでの請求に関しては、テレメールカスタマーセンター（電話０５０-８６０１-０１０２） 

（９:３０～１８:００）にお問い合わせください。 

 

１１．令和９年度学校推薦型選抜（令和９年４月入学）に関する変更の予告 

なし。 
  



18 
 

○ 帰国生徒・外国学校出身者特別選抜 学生募集要項 

１．学部・学科別募集人員 

学  部 学      科 募 集 人 員 

文 教 育 学 部 

人 文 科 学 科  
言 語 文 化 学 科 
人 間 社 会 科 学 科  「教育科学・子ども学コース」 
芸術･表現行動学科  「舞踊教育学専修プログラム」 

「音 楽 表 現 専 修 プログラム」 

 

入学定員のうち若干名 

理 学 部 

数 学 科 
物 理 学 科 
生 物 学 科 
情 報 科 学 科 

 入学定員のうち若干名 

生 活 科 学 部 人 間 生 活 学 科 
心 理 学 科 

 
入学定員のうち若干名 

共 創 工 学 部 文 化 情 報工 学 科 入学定員のうち若干名 

２．出願資格 

日本国籍を有する女子又は日本国の永住許可を得ている女子で、保護者の海外勤務などの事情（※）により、外国

において最終学年を含め 2 年以上(2 学年相当修了も含む)継続して学校教育を受け、かつ次のいずれかに該当する

者 
 
(1) 外国の正規の教育制度に基づく教育機関において、１２年の課程（日本における通常の課程による学校教育の

期間を含む）を令和７年４月１日から令和８年３月３１日までに卒業（修了）した者又は卒業（修了）見込みの者又

はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 
(2) 外国において、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までにスイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレ

ア事務局が授与する国際バカロレア資格を取得した者又は取得見込みの者 
(3) 外国において、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までにドイツ連邦共和国の各州で大学入学資格として認

められているアビトゥア資格を取得した者又は取得見込みの者 
(4) 外国において、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までにフランス共和国の大学入学資格として認められてい

るバカロレア資格を取得した者又は取得見込みの者 
(5) 外国において、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までにグレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国に

おいて大学入学資格として認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・アドバンスト・レ

ベル資格又はインターナショナル・ジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・アドバンスト・レベル資

格を取得した者又は取得見込みの者 
(6) 外国において、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までに欧州連合構成国において大学入学資格として認

められているヨーロピアン・バカロレア資格を取得した者又は取得見込みの者 
(7) 外国において文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（WASC、CIS、ACSI、NEASC、Cognia、COBIS）から

教育活動等に係る認定を受けた教育施設に置かれる１２年の課程を令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

に卒業（修了）した者又は卒業（修了）見込みの者 
 

（※）単身留学は、この事情に含まれない。 
（注１）(1)の「これに準ずる者で文部科学大臣の指定した者」は、次のとおり。 

①外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者と同等以上の学力があるかどうかに関する認定

試験であると認められる当該国の検定（国の検定に準ずるものを含む）に令和７年４月１日以降に合格した者

で、１８歳に達した者及び令和８年３月３１日までに１８歳に達する者 
②外国において、高等学校に対応する学校の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１１年以上の
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課程を修了したとされるものであることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科

学大臣が別に指定するものを令和７年４月１日から令和８年３月３１日までに修了した者又は修了見込みの

者 
（注２）外国に設置されたものであっても、日本の学校教育法に準拠した教育を施している学校（文部科学大臣が高等

学校の課程と同等の課程を有していると認定した在外教育施設）に在学した期間については、外国において

学校教育を受けたものとはみなさない。 
(注３) インターナショナルスクールを卒業した者及び卒業見込みの者は、⑵～⑺のいずれにも該当しない場合、出

願は認められない。 
 

３．出願手続 

⑴ 出願上の注意 

① 出願後の志望学部・学科等の変更は認めない。 

② 出願書類不備の場合は受理しない。また、一旦受理した書類は返却しない。 

③ 出願書類を受理したことを、志願者に通知はしない。書類の配送状況は郵便局の郵便追跡サービスで確認す

ること。 

④ 本学で出願を確認後、出願期間の最終日から３営業日以内に受験票と受験者心得をインターネット出願サイト

のマイページに掲載する。内容を確認の上、試験当日に必ず持参すること。 

 
⑵ 出願期間 

インターネット出願登録期間 令和７年１０月１７日（金）９:００～１０月２３日（木）８:５９ 

郵送出願期間   令和７年１０月２１日（火）～１０月２３日（木）【必着】 

この期間中に、インターネット出願の登録と検定料の納入を済ませ、なおかつ出願書類が本学に到着するよう送付

すること。 
ただし、１０月２２日（水）以前の日本国内の発信局消印のある書留速達に限り、期限後に到着した場合でも受理す

る。 
 
⑶ 出願方法 

インターネット出願サイトで登録後、提出書類を一括して、必ず本学所定の出願用封筒貼付用宛名シート（インター

ネット出願時印刷可能）を用い、「書留速達」で下記あてに郵送すること。 
 
〔送付先〕 〒１１２-８６１０ 東京都文京区大塚２丁目１番１号   お茶の水女子大学入試課 
 
インターネット出願に関しては２５～２８ページ「インターネット出願の流れ」を参照。 
（注）大学からの連絡、第１次選考、第２次選考の合格通知等は、すべてインターネット出願サイト及び合否照会シス

テムにて行う。 
 
⑷ 提出書類等 

１ 志願者名票・写真票 インターネット出願サイトで入力後、印刷したもの。 
２ 身上記録書※ 本学所定の用紙 

３ 
最終出身校卒業（修了）証

明書又は卒業（修了）見込

証明書 

高等学校〔日本の高等学校に相当する課程をいう｡（以下｢高等学校｣とい

う｡）〕長の作成したもの。バカロレア・アビトゥア・GCEA 資格を有する者は、そ

の証書の写しを同封すること。 

４ 成績証明書又は調査書 
高等学校長が作成し厳封したもの。（出願時点で提出可能な最新のもの） 
ただし、成績証明書記載事項のうち科目名、成績評価等が符号又は略字に

より表示されている場合には、必ずその説明を付すること。 

５ 在籍証明書 在籍した外国の学校の高等学校長が作成したもの。 
（他の証明書類に在籍期間が記載されている場合は提出しなくても良い） 

６ 志望理由書※ 本学所定の用紙で提出すること。内容は１枚以内に収めること。 
理学部志願者は、数学、理科、情報関係の各種コンテストなどに参加した経
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験がある場合には、それを示す書類や資料などのコピーを添付してもよい。 
理学部物理学科志願者は、補足資料（例えば、自由研究レポート、実験ノー

ト、これまで関心を持ち続けたテーマについて考えをまとめたノート等）があれ

ば、そのコピーを添付してもよい。 
理学部生物学科志願者は、過去に研究発表会等で発表した実績がある場合

には、その発表資料のコピーを添付してもよい。 
志望理由書に加え、業績の補足資料の提出を認めるのは、上記学部・学科

に限る。 

７ 実技関係調査書※ 文教育学部芸術･表現行動学科志願者のみ本学所定の用紙で提出するこ

と。 

８ 健康診断書※ 

芸術・表現行動学科舞踊教育学専修プログラム志願者のみ提出すること。本

学所定の用紙に医師（学校医含む）が記入・押印すること。 

健康診断書の提出は、実技検査を安全に行うために健康状況を把握するた

めのもので、その内容は、試験の成績には一切影響しない。 

９ 検定料 

１７,０００円（手数料別途） 
各種支払方法については２５～２８ページを参照 
 
払込済の検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還しない。 
１．第１次選考の不合格者に対して、所定の手続により１３,０００円を返還する

場合 
２．検定料を振込んだが本学に出願しなかった、又は出願が受理されなかっ

た場合 
３．検定料を誤って二重に振込んだ、又は多く振込んだ場合 
 
検定料は出願者からの返還請求に基づき返還するため、上記の返還事由に

該当する場合には、第２次選考の前日までに本学入試課に請求すること。 

１．に該当する場合、請求書類は入試課ホームページに掲載する。また、出

願した後に受験を取りやめた場合は、返還事由に該当しない。 
※ 身上記録書、志望理由書、実技関係調査書、健康診断書は、本学入試課ホームページの「学生募集要項」ペー

ジからダウンロード、印刷すること。 
（注）出願書類のうち日本語及び英語以外の言語で書かれた証明書等については、その日本語訳を添付すること。 
 
⑸ 外国語検定試験の取扱いについて 

理学部物理学科では、外国語検定試験（ケンブリッジ英語検定、GTEC、IELTS、TEAP、TOEFL、TOEIC、英検）

のスコア・級を持っている者は、その写しを提出すること。 
（注１）TOEFL、TOEIC については、団体特別受験制度によるスコアは認めない。 
（注２）スコア・級の写しについては、第２次選考初日から遡り２年以内に受験したものとする。スコア・級、合否は問

わない。 
 
⑹ 受験上・修学上の配慮の事前相談について 

①本学に入学を志望する者のうち、心身に障がいあるいは疾病があり、受験上の配慮を必要とする者（点字又は代

筆による解答を希望する者を含む）については、出願期間前に入試課に申し出ていただき、９月２５日（木）までに

「受験上の配慮事前相談申請書」「医師の診断書」等をご提出ください。なお、受験上の配慮を講じる必要はな

いまでも、修学上の不安等を感じる者も、同様に申し出てください。 
②本学の「学ぶ意欲のあるすべての女性にとって、真摯な夢の実現の場として存在する」というミッションから、自身

の性自認にもとづき、女子大学で学ぶことを希望する者を２０２０（令和２）年４月入学者から受け入れることとしまし

た。戸籍又はパスポートの性別と性自認が異なっている者については、入学後の学生生活をサポートするために、

通称名や更衣室の使用などについて、あらかじめ情報を提供したいと考えていますので、９月５日（金）までに必

ず入試課に申し出てください。その際に、「出願申出書」及び「住民票又はパスポートの写し」等を提出していただ

き、出願資格等の確認をいたしますが、申出によって、合否判定の際に不利に取り扱われることはありません。 
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４．選抜方法 

 入学者の選抜は、次の第１次選考･第２次選考に分けて行う。 
⑴ 第１次選考 

文 教 育 学 部 
理 学 部 
生 活 科 学 部 
共 創 工 学 部 

提出書類による書類選考を行う。選考結果については、令和７年１１月１４日

（金）正午に、合否照会システムで通知する。 
ＵＲＬ https://www.gouhi.com/ocha/ 

 
電話等による合否の問合せには一切応じない。 

 

⑵ 第２次選考 第１次選考合格者に対し、次の試験等を行う。（試験場：お茶の水女子大学） 

文 教育学 部 

人 文 科 学 科 小論文及び面接（口述試験を含む）を行う。 
言 語 文 化 学 科 小論文及び面接（口述試験を含む）を行う。 
人 間 社 会 科 学 科 
教育科学・子ども学コース  小論文及び面接（口述試験を含む）を行う。 

芸術・表現行動学科 
舞踊教育学専修プログラム 
音楽表現専修プログラム 

小論文、面接（口述試験を含む）及び実技検査を行う。 
（実技検査は学校推薦型選抜実技検査を参照） 

理 学 部 

数 学 科 面接（口述試験を含む）を行う。 
物 理 学 科 面接（口述試験を含む）を行う。 
生 物 学 科 論述試験及び面接（口述試験を含む）を行う。 

情 報 科 学 科 

数学、日本語による小論文及び面接（口述試験を含む）を

行う。 
〔注〕数学の出題範囲は次のとおり。 
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ（数列）、数学Ｃ

（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面） 

生 活科学 部 
人 間 生 活 学 科 面接（口述試験を含む）を行う。 
心 理 学 科 小論文及び面接（口述試験を含む）を行う。 

共 創工学 部 文 化 情 報 工 学 科 小論文及び面接（口述試験を含む）を行う。 
  



22 
 

◆時間割 

学   部 学     科 令和７年１２月６日（土） 令和７年１２月７日（日） 
教科等 時    間 教科等 時    間 

文 教 育 学 部 

人 文 科 学 科 

小 論 文 １０:００～１１:３０ 
面接 
（口述試験

を含む） 

１０:００～ 
（予定） 

言 語 文 化 学 科 
人 間 社 会 科 学 科 
教育科学・子ども学コース  
芸術・表現行動学科 
舞踊教育学専修プログラム  
音楽表現専修プログラム  

小 論 文 １０:００～１１:３０ 

実 技*１ １２:３０～ 

理 学 部 

数 学 科 面接 
（口述試験

を含む） 

１０:００～（予定）  

物 理 学 科 １０:００～（予定） 

生 物 学 科 

論述試験 １０:００～１１:３０ 
面接 
（口述試験

を含む） 
１３:００～ 

情 報 科 学 科 

数 学*２・ 
小 論 文 １０:００～１２:００ 

面接 
（口述試験

を含む） 
１３:００～ 

生 活 科 学 部 

人 間 生 活 学 科 
面接 
（口述試験

を含む） 
１０:００～ 

心 理 学 科 

小 論 文 １０:００～１１:３０  

面接 
（口述試験

を含む） 
１３:００～ 

 

共 創 工 学 部 文 化 情 報 工 学 科 小 論 文 １０:００～１１:３０ 
面接 
（口述試験

を含む） 

１０:００～ 
（予定） 

*１ 実技検査は１４ページ～１５ページ（学校推薦型選抜）を参照。 
*２ 数学の出題範囲…数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ（数列）、数学Ｃ（ベクトル、平面上の曲線と複素数

平面） 
（注） 第２次選考の日程については、第１次選考合格者に合否照会システムで通知する。 

５．合格発表等 

令和７年１２月１８日（木）正午 

合否照会システムで通知する。ＵＲＬ https://www.gouhi.com/ocha/ 

電話等による合否の問合せには一切応じない。                  合否照会システム 
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６．個人情報及び試験成績の利用について 

⑴個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人お茶の水女子大学個人情報の管理

に関する規則」に基づいて適切に取り扱います。 
⑵大学が取得した氏名、生年月日、住所、成績及び学修状況等の個人情報は、入学後の教務関係（学籍、修学指

導等）、学生支援関係（学生証の発行、健康管理、授業料減免、奨学金の選考等）及び授業料等に関する業務

を行うために必要な範囲内で利用します。 
⑶入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、入試の改善や志願動向の調査・分析及びこれらに付随する業

務を行うために必要な範囲内で利用します。調査・分析等結果の発表に際しては個人が特定できないように処理

します。 
⑷お茶の水女子大学は、「個人情報の保護に関する法律」に規定されている場合を除き、本人の同意を得ることなく

今回入手した個人情報を他の目的で利用又は第三者に提供することはありません。 
 

７．入学手続等 

入学手続の詳細は、ホームページにてお知らせします。 
https://www.ao.ocha.ac.jp/admission_procedure/index.html 
 

⑴ 入学料及び授業料 

①入  学  料：282,000 円（予定額） 
②授 業 料 年 額：535,800 円（半期分 267,900 円）（予定額） 
（注１） 入学手続時に入学料と授業料（前期分又は前期後期分）を併せて納入することもできる。 
（注２） 入学手続完了者が３月３１日までに入学を辞退した場合には、納入者の申出により入学手続時に納入した

当該授業料相当額を返還する。なお、入学料は返還しない。 
（注３） 入学時及び在学中に授業料の改定が行われた場合は、改定時から新授業料が適用される。 
     入学料及び授業料の減免については、２９ページの「２．入学料減免と授業料減免」を参照のこと。 
 
⑵ 入学手続期間 
令和７年１２月１９日（金）～１２月２５日(木) 
インターネット上の手続及び郵送により行う。 
（注）所定の期日までに手続をしない者は、入学を辞退したものとして取り扱う。 

 

合格者が特殊な事情により入学を辞退する場合は、令和８年２月１８日（水）までに、その理由を付した本学学長あて

の「入学辞退願」(様式任意)を入試課に提出すること。 

 
〔送付先〕  〒１１２-８６１０ 東京都文京区大塚２丁目１番１号   お茶の水女子大学入試課 

 

８．合格とならなかった場合の取扱い 

合格とならなかった者で、一般選抜志願者として国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を

除く）を受験しようとする者は、前期日程の大学・学部から１つ、後期日程の大学・学部から１つの合計２つの大学・学

部に出願することができる。 
出願にあたっては、各大学・学部等により大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等が異なる場合があるので

特に注意すること。 
本学に出願する場合は、別途｢令和８年度お茶の水女子大学学生募集要項（一般選抜）｣（１０月上旬以降公開予定）

により、インターネットで出願登録・支払いを行った上で、所定の期間に出願書類を入試課宛に郵送すること。 
 

９．帰国生徒・外国学校出身者特別選抜の過去問題 

過去問題は本学入試課ホームページに掲載していますので、参考にしてください。 
入試課ホームページＵＲＬ  https://www.ao.ocha.ac.jp/ 
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１０．大学案内の請求 

各学部・学科の紹介等は、お茶の水女子大学大学案内を参照してください。 
大学案内は、テレメールで請求できます。https://telemail.jp にアクセスし、ガイダンスに従って請求してください。 
大学案内の資料請求番号は「５６２３７２」です。 
また、入試課ホームページ（https://www.ao.ocha.ac.jp/）からも請求できます。 
なお、テレメールでの請求に関しては、テレメールカスタマーセンター（電話０５０-８６０１-０１０２）（９:３０～１８:００）に 
お問い合わせください。 
 

 
 
 

１１．令和９年度帰国生徒・外国学校出身者特別選抜（令和９年４月入学）に関する変更の予告 

なし。 

  



インターネット出願の流れ
出願完了までの流れは、以下の通りです

調査書 志望
理由書等

画面の手順に従って、必要事項を入力してマイページ登録を行ってください。
なお、マイページの登録がお済みの方は、STEP４に進んでください。

インターネット
出願サイト https://e-apply.jp/ds/ocha/

https://www.ao.ocha.ac.jp/
または、

からアクセス

②メールアドレスの登録を行って
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

④登録したメールアドレスに
　初期パスワードと
　本登録用URLが届きます。

事前準備

マイページの登録

インターネット出願サイトにアクセス

③ユーザー登録画面から
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑤ログイン画面から
　登録したメールアドレスと④で
　届いた『初期パスワード』にて
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑥初期パスワードの変更を
　行ってください。

⑧個人情報を確認して
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑦表示された個人情報を入力して
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

仮登録メールを送信

この内容で登録する次へ

大学ホームページ

①初めて登録する方は
　　　　　　　　　　  から
　ログインしてください。

※＠e-apply.jpのドメインからのメール
　を受信できるように設定してください。

マイページ登録 ログインページへ

ログイン

（顔写真データ）

以下のものをご用意ください
①パソコン（インターネット接続とPDF表示が可能なもの）、プリンタ
②調査書、志望理由書等の提出書類
③顔写真データ（当日に本人確認が可能な、3ヶ月以内に撮影した単身、
脱帽、正面向きのもの。実際の容姿と異なるような加工等はしないこと。）
　●ファイル形式（jpeg,jpg,png,bmp）、最大10MBまで
④角形2号（24㎝×33.2㎝）の封筒（出願書類郵送用）

事前準備 出願サイトに
アクセス

出願内容の
登録

検定料の
支払い

出願
完了

マイページの
登録

提出書類の
郵送

受験票の
印刷

STEP 7STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

STEP

1

STEP

2

STEP

3
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申込登録完了後に確認メールが送信されます。メールを受信制限している場合は、送信元（@e-apply.jp）からのメール受信を
許可してください。　※確認メールが迷惑フォルダなどに振り分けられる場合がありますので、注意してください。

①マイページログイン後の
    　　　          　　ボタン
　から登録画面へ

②入試選択と留意事項の確認 ③志望学部等の選択 ④顔写真のアップロード

ローソン、ミニストップ、ファミリーマート、ペイジー対応銀行ATMの場合

払込票番号
メモ（13桁）

セブン-イレブンの場合

オンライン決済
番号メモ（11桁）

確認番号
メモ（6桁）

収納機関番号
（5桁）

お客様番号
メモ（11桁）

デイリーヤマザキ、セイコーマートの場合

検定料の支払い方法で「コンビニエンスストア」または「ペイジー対応銀行ATM」を選択された方は、支払い方法の選択
後に表示されるお支払いに必要な番号を下記メモ欄に控えたうえ、通知された「お支払い期限」内にコンビニエンスストア
またはペイジー対応銀行ATMにてお支払いください。

出願内容の登録

5 8 0 2 1 ※収納機関番号は、ペイジーで
お支払いの際に必要となります。

●コンビニエンスストア
●ペイジー対応銀行ATM
●ネットバンキング ●クレジットカード

⑤個人情報（氏名・住所等）の
　入力

⑥出願内容の確認 ⑦申込登録完了 ⑧検定料の支払い方法

⑨登録完了となります。
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

⑩上記ページが表示されたら
　マイページ登録は完了です。
※出願受付中の場合のみ、　　　　　　　　　　　　 ボタンをクリックすると出願手続に進めます。
　登録期間外の場合は、これより先に進めませんので　　　　　　　  ボタンをクリックしてください。

出願手続を行う
ログアウト

⑨出願に必要な書類PDF
　（イメージ）
※検定料納入後に出力可能となります。

申込登録完了後は、登録内容の修正・変更ができませんので誤入力のないよう注意してください。ただし、検定料支払い前であれば正しい出願内容
で再登録することで、実質的な修正が可能です。
※「検定料の支払い方法」でクレジットカードを選択した場合は、出願登録と同時に支払いが完了しますので注意してください。

出願手続を行う

マイページへ

 ボタンをクリックし
写真を選択します。

 ボタンを
クリックし検定料のお支払い画面へ。

引き続き支払う

写真選択へ

画面の手順や留意事項を必ず確認して、画面に従って必要事項を入力してください。
検定料は、⑦申込登録完了画面が表示されるまでは支払わないでください。
総合型選抜理学部物理学科及び生物学科志願者は、画面に従って面接用のPDFファイルをアップロードしてください。

STEP

4
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検定料の支払い

セブン-イレブン ローソン
ミニストップ ファミリーマート セイコーマート Pay-easy

利用ATM
デイリーヤマザキ
ヤマザキデイリーストアー

クレジットカードでの支払い
出願内容の登録時に選択し、支払いができます。
【ご利用可能なクレジットカード】
VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFGカード、DCカード、UFJカード、NICOSカード

出願登録時に支払い完了 Webで手続き完了

コンビニエンスストアでの支払い ペイジー対応銀行ATMでの支払い

●レジで支払い可能

コンビニエンスストア

●店頭端末を利用して支払い可能

Loppi

Loppi ペイジー対応銀行ATM店頭レジ店頭レジ

出願内容の登録後に表示されるお支払いに必要な番号を控えて、
コンビニエンスストアでお支払いください。

出願内容の登録後に表示される
お支払いに必要な番号を控えて、
ペイジー対応銀行ATMにて画面の
指示に従って操作のうえお支払い
ください。

ネットバンキングでの支払い
出願内容の登録後、ご利用画面からそのまま各金融
機関のページへ遷移しますので、画面の指示に
従って操作し、お支払いください。

※決済する口座がネットバンキング契約されていることが必要です

※利用可能な銀行は「支払い方法選択」画面で確認してください。

店頭レジ

レジで検定料を現金で支払う※

発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、
検定料を現金で支払う※

申込券（受付票）発行後は30分以内にレジにて
支払ってください。

払込受領証または受領書（レシート形式）を必ず受け取る領収書（レシート形式）を必ず受け取る

※ゆうちょ銀行・銀行ATMを利用する場合、現金で10万円を超える場合はキャッシュカードで支払ってください。コンビニエンスストアを利用の場合は現金で30万円までの支払いとなります。
※検定料の他に手数料がかかります。
※お支払期間は、申込日を含めて４日間です。ただし、４日以内に出願締切日となる場合には、締切日が優先されます。期間内に入金がない場合には、出願申込は自動的に取消されます。

ご利用明細書を
必ず受け取る

支払い内容確認

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「税金・料金払い
込み」などを選択

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

収納機関番号
「58021」
を入力

「現金」「キャッシュ
カード」を選択し
支払う※

レジで検定料を
現金で支払う※

銀行ATM

各コンビニ端末画面・ATMの画面表示に従って必要な情報を入力し、
内容を確認してから検定料を支払ってください。

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

「払込票番号
（13桁）」を伝える

レジで
「オンライン決済」と

伝える

「各種番号をお持ち
の方」を選択

「お客様番号
（11桁）」入力

「マルチペイメント
サービス」を選択

「確認番号（6桁）」
入力

支払い内容確認

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

支払い内容確認

マルチコピー機

マルチコピー機

「代金支払い/チャージ
（コンビニでお支払い
Payment/Charge）」

を選択

STEP

5 1

3 4

2

3 4
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※提出書類の入力事項（氏名や住所）に誤りがあった場合は、
　そのまま郵送せず、必ず入試課に連絡してください。
※出願受理した検定料・提出書類は一切返却しません。

出願はインターネット出願サイトでの登録完了後、検定料を支払い、提出書類を郵送して完了となります。
登録が完了しても提出期限までに書類が届かなければ出願を受理できませんので注意してください。
インターネット出願は24時間可能です。ただし、出願登録、検定料の支払いは出願締切日8時59分まで（営業時間はコンビニエンスストアやATMなど、
施設によって異なります）、必要書類の郵送は出願締切日必着です。ゆとりを持った出願を心がけてください。
出願書類を受理したことを志願者に通知はしません。提出書類の配送状況は、郵便局の郵便追跡サービスで確認してください。

提出書類の印刷と郵送

〈出願完了〉

出願時の
注意点

提出書類

調査書

※開封無効

志望
理由書等

志望理由書等

〒112-8610 東京都文京区大塚2丁目1番1号
 お茶の水女子大学　入試課　行

送付先

宛名シート

⑴ マイページに表示された　　　　　　　　 の
 ボタンをクリックしてください。

⑵  お支払いが正常に完了すると
　　     のボタンがクリックできる
 ようになり志願者名票の出力ができます。

「志願者名票」等の印刷方法

登録しただけでは出願は完了していませんので注意してください。

出願書類提出用宛名シート
市販の角形2号封筒（24㎝×33.2㎝）

に貼り付けて作成

志願票（印刷）

志願票（印刷）

等、本募集要項の「提出書類等」を
確認したうえで、その他の必要な書類を
同封してください。

志願者名票

志願者名票

本学で出願受理後、各選抜毎に出願期間の最終日から3営業日以内に受験票
と受験者心得をインターネット出願サイトのマイページに掲載します（郵送は
しません）。掲載時に受験票発行通知メールを送信しますので、必ず印刷して
試験当日持参してください。

受験票の印刷

受験票
氏名：○○○○
選抜：×××選抜

出願登録、検定料の支払後に送られる「出願サービス 支払い完了のご案内」メールに記載されたURLから、志願者
名票等をダウンロード・印刷し、その他の提出書類（詳細は「提出書類等」を確認してください）と併せて出願期間内
に郵便局窓口から「書留速達郵便」で郵送してください。 ※出願締切日必着。

STEP

6

STEP

7

※受験票は必ずA4判用紙に片面印刷にしてください。
※受験者心得には受験にあたっての注意事項が書かれています。必ず受験前に内容を確認してください。
※出願期間の最終日から、3営業日以上たっても受験票のダウンロードができない場合はお問い合わせください。

28
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○ 奨学金、入学料減免、授業料減免、学生寮等 

１．奨学金 

本学独自の奨学金として“みがかずば”奨学金（予約型奨学金）、小澤美奈子奨学金（予約型奨学金）、学部生成

績優秀者奨学金等があります。 
“みがかずば”奨学金及び小澤美奈子奨学金は、お茶の水女子大学へ入学を希望する受験者に対して、入学後

の生活の目処をたてていただくことを目的としたものです。（小澤美奈子奨学金は、理工系分野の学部学科への入学

希望者のみが対象です。）入試出願前に奨学金を申請していただき、内定した方は入試合格・入学後に所定の手続

をとることで、奨学生として採用されます。 
学部生成績優秀者奨学金は、学部１・２年次から引き続き在学する本学学部３年生（中途に休学期間がない者に

限る。）のうち、１・２年次の成績等が特に優秀と認められた者に授与されます。 
他に本学に設置された保育所を利用する学生に保育料の一部を援助する育児支援奨学金があります。 
その他日本学生支援機構による奨学金等、奨学金に関する詳細は、本学ホームページを参照してください。 

○奨学金について  https://www.ocha.ac.jp/campuslife/scholarship/about.html 

○問合せ先      学生・キャリア支援課奨学金担当   E-mail gakusei@cc.ocha.ac.jp 

２．入学料減免と授業料減免 

注意事項  入学料及び授業料を納入済の者は減免・猶予の対象となりません。 
⑴ 入学料減免の制度と申請資格について 
① 入学料減免の対象者 
次のａ～ｄに該当する特別な事情により納入が著しく困難であると認められる者。 
ａ 入学前１年以内において、本人の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が死亡し、

又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災難を受けたことにより、入学料の納入が著しく困難であると

認められる者 
ｂ 独立行政法人日本学生支援機構の給付奨学金の給付対象となる者 
c 独立行政法人日本学生支援機構から多子世帯の認定を受けた者 
ｄ ａに準ずる場合であって、相当の事由があると認められる者 
② 減免額について 
入学料の減免が必要と認められた者については、納入すべき入学料の全額又は一部を減免します。 
不許可となる場合もあります。 
③ 申請時期 
特別選抜の入学手続期間内（１２月中旬）に所定の手続を行った者で、３月中旬に所定の申請を行った者に

ついて選考をします（申請要項２月中旬公表）。また、入学料徴収猶予（延納）の制度もあります。猶予につい

ては⑶を参照してください。 
⑵ 授業料減免の制度と申請資格について 
① 授業料減免の対象者 
入学料減免のｂ及び c と同様。 
経済的理由により、授業料の納入が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者。 
② 減免額について 
授業料の減免が必要と認められた者については、納入すべき授業料の全額又は一部を減免します。 
不許可となる場合もあります。 
③ 申請時期 
減免は年度を２期に分け半期分ごとに選考をします（申請時期は３月と９月）。給付奨学生も申請が必要で

す。 
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⑶ 入学料及び授業料の徴収猶予と申請資格について 
① 徴収猶予の対象者 
経済的理由により、入学料又は授業料の納入が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者。又は、次のａ、

ｂに該当する特別な事情により納入が著しく困難であると認められる者。 
ａ 本学学生又はその学資負担者が災害を受け、納入困難と認められる場合 
ｂ その他やむを得ない事情があると認められる場合 
② 猶予期間について 
入学料又は授業料の徴収猶予が必要と認められた者については、９月３０日まで猶予されます。（９月３０日が

土、日祝日の場合は、直前の平日までとなります。） 
③ 申請時期 
入学料徴収猶予 特別選抜の入学手続期間内（１２月中旬）に所定の手続を行った者で３月中旬に所定の

申請を行った者について選考をします（申請要項２月中旬公表）。 
授業料徴収猶予 ３月１日～４月１０日（４月１０日が土、日祝日の場合は直前の平日までとなります。申請要

項２月中旬公表。） 
 

３．学生寮 

本学には、学部生の入居できる以下の学生寮があります。 
本学ホームページには写真付きで紹介がありますので、そちらもご覧ください。 
入寮申請日程については、本学ホームページをご確認願います。 
 
施設概要 

寮名称 所在地 定員 居室 食事 寮費（１か月） 対象学生 

音羽館 お茶の水女子大学

大塚キャンパス ４５０人 個室 なし 
寄宿料 ４８,８００円 
共益費６,０００円 

その他光熱水費等 

学部生 
大学院生 
留学生 

お茶大 SCC 文京区大塚 ５０人 個室 
（ﾊｳｽ） なし 寄宿料３０,０００円 

その他光熱水費等 

学部 
１，２年生 

（含留学生） 
寄宿料等については予定額であり、変動する可能性があります。 

 

４．入学料・授業料減免と学生寮の申請書類について 

⑴ 申請書の入手方法 

お茶の水女子大学ホームページからダウンロードしてください。 
①入学料及び授業料の減免・徴収猶予制度について 
https://www.ocha.ac.jp/campuslife/info/exemption.html 
②学生寮について 
https://www.ocha.ac.jp/campuslife/lodgings/index.html 

 
⑵ 問合せ先 

学生・キャリア支援課 入学料減免・授業料減免・学生寮担当  
メールアドレス  gakusei@cc.ocha.ac.jp 

 

５．アパート等の紹介 

大学周辺のアパート等の情報については、いつでも学生・キャリア支援課で資料を閲覧することができますが、物

件数等は必ずしも十分とはいえませんので、親戚知人等の安心できる住居を確保するよう心掛けてください。また、

本学の生協も民間の業者と提携して、学生向けの物件の紹介を行っています。  
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６．お茶の水女子大学交通案内 

                  地下鉄 丸ノ内線 茗荷谷駅 から 徒歩 約７分 

    最寄り駅等   地下鉄 有楽町線 護国寺駅（５番口）から 徒歩 約８分 

              都 営 バ ス 大塚２丁目停留所前 

 

◎ＪＲ池袋駅から 

 

地下鉄利用の場合 

    丸ノ内線・池袋駅〔新宿、荻窪方面行〕―――約５分――→ 茗荷谷駅 下車 

    有楽町線・池袋駅〔新木場方面行〕――――約４分――→ 護国寺駅 下車 

 

都営バス利用の場合 

    池袋駅東口乗車〔東京ドームシティ行〕―――約 20 分――→ 大塚２丁目停留所下車 

    （都０２乙系統） 

 

◎ＪＲ大塚駅から 

 

都営バス利用の場合 

    大塚駅南口乗車〔錦糸町駅前行〕――――――約 10 分――→ 大塚２丁目停留所下車 

     （都０２系統） 

 

◎ＪＲ東京駅又はＪＲ御茶ノ水駅から 

 

地下鉄利用の場合 

丸ノ内線・東京駅〔池袋行〕―約５分― 御茶ノ水駅 ――約６分―→ 茗荷谷駅下車 
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スマートフォンに入試情報をお届けします！ 

 

 

スマートフォンアプリの 

通知機能を用いた情報提供を 

始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ↑ 

こちらから登録できます。 

 

お茶の水女子大学入試課 

nyushi@cc.ocha.ac.jp 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

入学者選抜に関する問合せ先 

お茶の水女子大学入試課 
〒１１２-８６１０ 東京都文京区大塚２丁目１番１号 

電話番号 ０３-５９７８-５１５１・５１５２ 
FAX     ０３-５９７８-５８９５ 

E-mail   nyushi＠cc.ocha.ac.jp 
月曜日～金曜日（祝日は除く）９時～１７時 

※ 問合せはできるだけ志願者本人が行ってください 
入試課ホームページＵＲＬ （https://www.ao.ocha.ac.jp/） 

 
 


